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１．はじめに： 移動通信システムの発展に
伴い，高速・高結合・高安定な弾性表面波(SAW)
基板構造が求められている．前報において，
LiNbO3 薄板，または LiTaO3(LT)薄板と，高音
速な支持基板との接合によるリーキー系
SAW(Leaky SAW: LSAW，縦型 LSAW)の高結合
化を提案した[1]．本報告では，LT 薄板と水晶
基板を接合した試料を作製し，LSAW と縦型
LSAW の電気機械結合係数 K2と共振特性を実
験的に評価した結果について報告する． 

２．試料の作製： 水晶基板として AT カッ
ト水晶を用い，LT 薄板として，LSAW に対し
て 36° YX-LTを，縦型LSAWに対してX31° Y-LT
を用いた．まず，これらの3 or 4 インチウエ
ハ(0.2～0.8 mm 厚み)に RCA 洗浄を施した後，
Ar+O2 プラズマによる接合面の活性化処理を
行った．次に，純水を用いた超音波洗浄を施し，
乾燥させた後，大気圧下において水晶と LT の
表面同士を接合させた．さらに，100～300℃に
て数時間程度の熱処理を行った．20×15 mm 程
度に切断後，LT を h=3.0～7.5 m の板厚に研磨
した．研磨面上に IDT 型共振子シングル電極，
8 or 20 m，対数 N=10～30)を Al 蒸着膜(膜
厚 0.1 mで形成した．水晶の伝搬方向は，
LSAW に対して高結合化の効果が大きな X 方
向[1]とし，縦型 LSAW に対しては 45° X 方向が
望ましい[1]が，接合時の都合上 60° X 方向とし
た． 

３．結合係数と共振特性の評価： IDT のア
ドミタンス特性より求めた LSAW(8 m, 
N=10)，縦型 LSAW(20 m, N=10.5，反射器 5
本)に対する K2 測定値を，規格化板厚 h/に対
する解析結果[1]と共に Figs. 1，2 にそれぞれ示
す．LT 単体試料の K2と比較して，LSAW では
1.6 倍(9.6%, h/=0.44)，縦型 LSAW では 2.4 倍
(8.5%, h/=0.25) に増加した． Fig. 3 に，
LSAW(h/, 8 m, N=30)の共振特性の測
定値を FEM 解析結果とともに示す．LT 単体試
料と比較すると，アドミタンス比が 22 dB から
39 dB に，比帯域幅が 4.5%から 5.3%にそれぞ
れ増加した．縦型 LSAW においても，アドミ
タンス比や比帯域幅の増加が観測された． 
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Fig. 1  K2 of LSAW vs thin plate thickness 
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Fig. 2  K2 of LLSAW vs thin plate thickness 
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Fig. 3  Measured and simulated resonance properties.  
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